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消防出初め式に
1700人が参加

1月21日に、上田市消防出荷jめ式が

行われ上田市消防団、婦人消防隊、赤

ト字率仕聞や幼年梢防クラプの園児な

ど約17曲人が書加しま Lた。

東小学校校庭で、第8分間によるは

しご乗り出技やまとい揺り初め江どが

行われた桂、市民会館までパレ ー ド。

阪神 ・世路大震災による教訓から、世

民地で迅速は消防活動が行えるように

と結成した「バイク隊j も宰加L、拍

迫に甜んだ多くのrli民から声揮が送ら

れていました。

口V122.119人 (+3OJ 嬰 /59.9田人(+10) 女/目 2巴A(土20) 1!.ζ笠主主土27)
外国人登録者盤/1.813人(+7) 男/ 1.037人(+3) 女/776人 (+4) ()!;t前月比



-
改
定
の
内
容

①
料
金
総
宣
車
に
つ
い
て

料
金
政
定
率
は
平
均
9
・
師
%
で
す
。
こ
の

平
均
改
定
率
は
、
平
成
8
年
度
か
ら
岡
山
年
度

ま
で
の
3
年
間
に
必
要
な
水
道
事
量
費
用
(
臼

憧
6
4
8
3
万
4
千
円
)
に
対
し
て
、
現
行
料

金
に
よ
る
期
間
中
の
収
益
(
日
憧
8
8
5
9
万

円
)
で
は
不

E
す
る
た
め
の
改
定
車
で
す
。

一
般
家
庭
で
世
う
口
桂
川
田
量
水
器
で
は
、

『褒

2
』
の
と
お
り
1
か
月
平
均
凶
d
出
則
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
行
1
8
9
5
円
が
改
定

桂
2
1
5
7
円
に
な
り
、
2
6
2
円
(
日

・
8

%
〕
の
相
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
納
め
て
い
た

だ
く
場
合
は
2
か
月
料
金
で
、
現
行
3
7
9
0

円
が
世
定
後
4
3
1
5
円
に
な
り
、
5
2
5
円

(日

・
9

%
)
の
増
に
な
り
ま
す
@

@
基
本
水
量
の

E
繍
と
水
量
ラ
ン
ク
の
E
E

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水
量
料
金
の
合

計
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

小
口
語

(日
目

i
出
回
)
に
は
、
基
本
料
金
に

8
d
の
基
本
水
量
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
聞
か
ら
生
活
水
増
の
向
上
な
ど
水
道
水
に
閲

す
る
状
配
の
変
化
に
伴
っ
て
、
こ
れ
を
5
d
に

縮
小
し
、
置
軍
艦
和
の
た
め
水
量
料
金
に

『6

・M
以
上
叩
d
目
下
』
の
ラ
ン
ク
を
新
し
く
股
定

し
ま
す
。
ま
た
、
大
日
程
(
叩
間
以
上
)
に
つ

い
て
は
、
各
口
置
の
平
均
値
用
水
量
が
1
0
0

d
を
越
え
て
い
る
こ
と
か
ら

『1
d
以
よ
叩
d

以
下
』
と

『幻
d
以
よ
印
E

間
以
下
』
の
段
階
E

分
を
統
合
し
て

『1
・M
以
上
田
川
以
下
』

る
こ
と
に
し
ま
す
。

③
軒
金
算
定
期
間
に
つ
い
て

算
定
期
間
は
、

平
成
8
年
4
月
1
白
か
ら
同

刊
年
3
月
別
固
ま
で
の
3
年
間
で
す
。
物
価
が

比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
料
金
の
安
定
性
、
期

間
的
且
担
の
公
平
、
原
価
把
握
の
歪
当
性
な
ど

の
要
素
を
Ed膚
思
し
て
、
前
回
と
問
機
3
年
間
と

し
た
も
の
で
す
。

⑧一
改
定
料
金
の
遺
用

4
月
世
別
分
か
ら
、
新
し
い
料
金
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
入
通
知
容
で
は
、
5

月
剖
日
が
納
付
期
限
の
5
月
分
か
ら
適
用
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
通
知
轡
に
普
か
れ
て
い
る
世

用
水
量
は
、
3
月
と
4
月
に
出
府
し
た
水
量
の

合
計
で
す
の
で
、
3
月
分
は
旧
料
金
、
4
月
分

は
新
料
金
と
し
て
計
算
し
ム
量
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
算
は
す
べ
て
電
車
処
理
さ
れ
、
納
入
通

知
書
に
よ
り
皆
さ
ん
に
通
知
し
ま
す
。

-
改
定
理
由
に
つ
い
て

と
す

①
狙慣行
斜
金
に
よ
る
算
定
期
聞
の
鈴
7

現
行
水
道
料
金
の
算
定
則
聞
が
平
成
5
年
4

月
か
ら
平
成
8
年
3
月
ま
で
の
3
年
間
で
あ
り
、

今
後
の
収
支
見
通
し
で
は
、
現
行
料
金
の
ま
ま

鋸
え
置
い
た
場
合
、
平
成
8
年
度
9
2

0
0
万

円
、
9
年
度
1
憧
3
9
0
0
万
円
、
叩
年
度
2

億
5
0
0
万
円
の
赤
字
が
且
込
ま
れ
、

健
全
江

企
業
運
営
の
醐
慌
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

骨
宜
払
利
息

減

価
償
却
置
の
憎
加

4月使用分から
新しい料金に

市
宮
水
道
司
料
金
の
故
宜
が
、
日
月
定
例
市
幅
会

(平
慮
7
年
目
月
5
日
'h
間
引
目
)

に
お
い
て
決
ま

り
ま
し
た
。

二
れ
に
よ
り
、
今
年
4
月
司
直
用
分

(5
月
剖
目
納
期
分
)
か
-b新
軒
量
に
な
り
ま
す
.

こ
こ
で
は
、
料
金
改
定
申
内
容
に
つ
い
て
お
開
ら
ぜ

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
憶
力
を
お
・
い
し
ま
す
。

市
街
地
の
公
共
下
水
道
の
普
及
や
周
辺
部
の

宅
地
化
お
よ
び
盟
揖
聾
帯
排
水
事
揖
の
進
展
な

ど
、
生
活
水
搬
の
向
上
に
よ
る
水
需
型
の
地
域

分
布
の
変
化
に
対
応
し
、
水
量
水
圧
不
足
の
解

消
を
図
る
た
め
、
配
水
池
お
よ
び
ろ
過
池
の
築

造
、
改
造
、
老
朽
石
錦
菅
の
布
設
替
え
な
ど
の

坦
世
改
良
事
輩
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
常
気
象
に
よ
る
水
不
足
、
大
盟
幌
地
震
な
ど

に
よ
る
水
道
施
設
の
被
容
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
今
世
、
渇
水
や
提
符
に
強
い
水
道
施
設
の

強
化
、
拡
充
、
監
噛
を
闘
っ
て
い
く
必
盟
が
あ

れ
リ
+
宗
十
，
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
量
費
は
多
額
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
長
期
借
入
金

(企
聾
慣
)
と
し

て
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
睡
も

支
払
利
且
且
口
減
価
慣
却
置
が
榊
加
し
て
き
ま

す

(平
成
6
年
度
決
算
で
は
輯
費
用
の
う
ち
支

払
利
息
幻

・
6
%
、
減
価
慣
却
費
目

・
9

%
〉。

@
修
鎗
置
な
ど
の
維
持
曹
理
置
の
槽
加

経
費
節
減
な
ど
に
よ
り
、
能
率
的
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
日
常
生
活
用
水
や
商
工

業
江
ど
の
鹿
車
川
水
を
安
全
か
つ
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
の
修
捕
費
、
動
力
費
、
車
品
問
な

ど
の
維
持
管
理
買
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

④
水
需
要
が
停
滞
、

収
入
の
自
然
噌
が
磁
繕

パ
プ
ル
軽
罰
凪
壇
桂
の
景
気
の
沈
滞
傾
向
が

長
期
化
し
、
水
需
要
も
停
滞
気
味
で
あ
り
、
気

候
な
ど
の
自
然
条
件
も
水
需
裂
を
不
安
定
に
し
、

料
金
収
入
の
白
鼎
増
は
世
増
に
と
ど
ま
勺
て
い

会
a
F

十

'e

、

-
加
入
金
の
改
定

現
行
の
加
入
金
は
、
昭
和
田
年
4
月
1
日
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
新
旧
世
周
者

聞
の
負
担
の
公
平
を
期
す
る
た
め
、
水
道
料
金

の
改
定
に
合
わ
せ
て
加
入
金
の
改
定
も
行
い
ま

し
た
。
新
し
い
加
入
金
は
、
こ
の
4
月
1
日
以

降
、
新
し
く
水
道
世
用
の
申
し
込
み
を
さ
れ
る

か
た
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

そ
れ
以
前
に
申
し
込
ま
れ
た
か
た
で
も
、
6
月

四
固
ま
で
に
使
用
開
始
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
‘
新

し
い
加
入
金
に
怠
り
ま
す
。

-
開
栓
手
数
料
の
徴
収

転
入
転
出
な
ど
に
よ
り
、
水
道
の
世
用
を
止

め
た
り
、
開
始
し
た
り
す
る
場
合
に
、
水
道
局

へ
休
止
や
開
始
の
届
け
闘
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
厳
且
が
現
場
に
出
向
い
て
、

開
閉
後
作
輩
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
申

し
込
み
は
、
年
間
6
4
0
0
件
に
も
お
よ
び
、

か
か
る
粧
聞
は
水
道
世
用
者
全
員
の
水
道
料
金

か
ら
附
わ
れ
て
お
り
、
現
在
、
申
込
者
か
ら
特

に
手
世
料
を
い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
よ
り
畳
益
者
負
担
の
町
則
、
世
用
者
聞

の
負
担
の
公
平
の
見
地
か
円
経
費
の
一
部
負

担
を
お
願
い
し
、
休
止
中
の
水
道
の
開
始
届
の

際
に
聞
栓
手
量
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

F

』
と
に

な
り
ま
す
。
手
数
軒
は
1
固
1
0
0
0
同
で、

5
月
1
日
以
降
の

「
休
止
中
の
水
道
出
用
の
開

始
」
の
時
に
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

[2 J 7 2. I1iIllヨ;UfB



-
水
道
事
業
と
水
道
料
金

水
道
を
慣
用
す
る
人
が
、
い
つ
で
も
き
れ
い

で
安
全
で
お
い
し
い
水
を
十
分
に
世
勺
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
水
道
事
業
は
休
む
こ
と
な
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活

や
事
業
を
安
心
し
て
官
む
た
め
に
、
水
道
は
欠

か
せ
な
い
大
切
な
施
世
で
す
。
こ
の
た
め
、
水

道
の
施
設
費
時
は
、
将
来
に
向
け
て
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
水
道
施
設
の
藍
舗
に
は
、
毎
年

四
憧
円
か
ら
ロ
世
円
の
巨
額
の
質
金
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
単
年
度
の
料
金
収
入
で
は
賄
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
道
料
金
は
公
共
料
金
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
安
い
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、

巨
額
の
貴
金
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
料

金
改
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

固
な
ど
か
ら
質
金
を
世
り
入
れ
て
約
加
年
間
に

わ
た
っ
て
元
金
と
利
息
を
慣
置
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
水
道
事
輩
は

「
地
方
公
営
企
業
法
」

と
い
っ
法
律
に
よ
り
、
事
業
活
動
に
必
要
な
経

費
を
料
金
収
入
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
を
利
用
す
る
人
か
ら
の
料
金
で

建
世
し
、
連
官
し
て
い
く
考
え
方
か
ら

「独
立

採
算
制
」
を
建
て
前
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
税
金
な
と
の
お
金
は
世
え
ま

せ
ん
の
で
、
給
水
サ
ピ
ス
を
十
分
に
行
う
た

め
に
は
、
や
む
を
え
ず
あ
る
程
度
の
料
金
改
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
を
行
っ
て
い
く

う
え
で
、
ム
ダ
な
費
用
が
な
い
よ
う
に
能
率
的

な
経
営
を
行
い
、
収
支
の
均
衡
に
配
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

料
金
盈
定
を
す
る
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て

も
、
昨
年
7
月
、
上
回
市
水
道
料
金
審
議
会
に

改
定
案
を
時
間
し
、
十
分
に
閤
査

・
移
譲
を
し

て
い
た
だ
き
、
四
月
に
答
申
を
畳
け
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
持
軍
し
て
、
改
定
案
を
四
月
定
例

市
議
会
に
提
案
し
、
議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

.，..，."..，酬・，.，目・・目......圃.
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の皆さんは

お届けください/

~基本料金が軽減(半額)に~

生活保磁を壷けているかたや、

母子草躍のかたで、口荏13，，/の

量水器を佳周されている場合に

は、水道料金のうち、基本料金

について半額に軽草されます。

したがって、改定後の基本料金

では 1か月355円(消費税込み)に

なります。

この制度は、生活保聾世帯の

皆さんや、母子家庭の皆さんが

水道局ヘ届け出ることによって

適用されますので、額当される

皆さんは、福祉臨で相談のうえ、

水道局までお届けくださL、。
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'"鈎使(~用)水量 19 46 88 176 2月56 610 1，616 2回1 2.299 3国9

改定(門料〉金 2.157 6.545 13，459 29，781 43，923 1関市 263醐剖7.392.399吋醐 07

現行(門料〉金 1.895 5.875 12，370 27，365 40，555 94.725 248，31 326，765 :373.240:566.13 
改定率 13.8 11.4 8.8 8.8 8.3 6.4 6.0 6.3 6.9 6.7 (門

畳水器〈個位〉置数 35.制8 1.453 例2 101 250 110 61 12 2 2 

被成比 92.7 3.7 2.2 0.3 0.6 0.3 0.2 0.0 。。 。。
(% 

年間〈彼1∞使〈成%用o〉比，，/水}量 8，317 793 886 213 766 801 1.183 291 55 " 
62.1 5.9 6.6 1.6 5.7 6.0 8.9 2.2 0.4 0.6 

、:、料金I玄、 算出した額に消費税 (3%)が加わります。

・加入金衰(消費税込み)<<費31 _口荏別平均使用水量の現行 改定料金比較墨 (1か月)<<聾21
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t 

25億2，414万円
(6.2%) 

311度1，907万円
(7.7%) 

その他

市税
161億8，623万円

(39.1%) 

40億1.679万円

(9.9珂)

市債
68瞳3，360万円

(16.5%) 

I/Xλ総務

414it52.万月

406綾7，511万月

~ fif ，f.fJ Iff 

民生費

38.5，405万円
(9.3%) 

その他
日tt1.498万円

(12.9%) 

土木費
87億5，828万円

(21.5同)

27億558万円
(6.5%) 

県支出金

17億8，812万円
(4.3%) 

輯務費
58億

66i1"1，501万円
(16.3%) 

2，085万円
(14.3%) 

教育費
回{l;6，284万円

(15.6%) 

総務費 E車工費 農手持水産業費
-よ図市公共施政案内予約システム 1 中小企業融資 (301監9，284万円)I・特定地織農業揖興総合対策事業補

開発聾庇 (5，000万円) ¥・湯けむり微鏡遭の繋備(9，100万円)I 励金 ( 1億2，296万円)

・マルチメディア情報センターの彊 ¥ I ・塩図構造改善センターの撞殴

股 (16億4，010万円) ¥ F J (1健3.472万円)

定盆貸
・特別養11老人ホーム『宣賀の里j彊

股費補助金 (l!tl03万円)

・特別聾櫨老人ホームfラポートあ

おき』建設費補助金 (9，687万円)

・室賀デイサービスセンターへの引

湯 (8，730方円)

ello療施股整備等基金積立金

(1億円)

・ごみ曜量・再商耳化対置

(3，452万円)

・じんかい収集垂託料

(2tt1，558万円)

・一級廃棄物最終処分場の建世

( 1偉9.745万円)

-街路の整備 (10健7，755万円)

・市宮住宅内纏団地の建て替え

( 21.慮9，754万円)

・都市公園の整備 ( 2億648万円)

・高速道・新鮮線の早期整備に向11

て (23.5，065万円)

-東小学桂屋内運動場の改聾

(211:5，269方円)

・lJ図画小零枝の彊股

印鑑2，882万円)

・ふれあいりフレッンュパークの整

備 (19!t5，m万円)

・千蘭川市民緑地マレットゴルフ場

の畳備 (2，363万円)

広帯ラJU;;B， 2， 1 (4] 



主砲取4‘
..‘ 

竃"司民“
散迭‘電車尊怠

&~... 
e亀検・a
交ヨhヲえ司降
客足司提唱・浪

花松事.

令i!:...， '1・a

急入信忌也，..... 

‘'‘'‘蒐
宅島本・・a

"''''悔区住宅
‘前後賞金‘首長怜奪.. 

'k袋一千本.・5怠

各事業のあらまし

土地取得事業

塩図有轄歓送電話夢業

国民健康保険事業

主通虫害共済事業

福祉事業センタ 事業

老人保健事業

農業集落排水彦業

同和地区住宅新聾

貴金等貰付事業

‘れ‘完R
'iI.'l.'lI"、1丙R

日
目

公共下水道彦業

w:l'il.'ilni1t"l. 
もも・.， ，'，11;1'百円

も的1日"
l.%ll百円

[特別会計決算Is.'iI'iI‘1丙R

‘.Im百円

"，臨マ'"月"
n智也 l1a~月R

'l.，tI:も"，，'m内科
'"‘引刊百円

3・l'l:~'/，?1月"
"包 ももぬ1月R

-土地取得状混 131* (7.4351rt'、10憧2.176万円)

・加入戸量 3.461戸 ・通信主換図鑑 4.038"，1(1日平均)

・彼保障者 34.038人06.8田止同日 ・保障桔付状況 35世1.418万円(保険者負拘)

・加入者数 106.171人 ・見舞金支結額 2.641万円 (393件)

・延べ利用者世 12.880人 ・作業工貰 4.117万円

・医療壷桔者数 13.982人 ・医療費桔付状iR 71位6.138万円

下之蝉地区 3由2.144万円、問地区 6.0曲万円
下小島地区 2由8.324万円、 小井田地区 2由1.401万円

・宮路、処理場等昌世事業費 古安巴地区 5由1.903万円、保野・揮田地区 3惜2.182万円、
時般市部地区 l曲1.269万円、日士山地区 1憶3.師6万
下組地区 1.990万円など

・貰村状況 13件 ω990万円〕

上田処理区 l.054.8ha(整揃'"、 72.0%)
・処理区域戸監 14.715戸 ・処理面積 南部処理区 13.8ha (fI 4.7珂)

日'1所温泉処理区38.5ha( " 56.6何)

収企業 名

収 入 支 出 水道事業のあらまし

(予算額) (予算額)

議 (決算額) (決算領) 結水戸数 35，467戸 (100，224人)

的
産院事業

2世9.212万円 2世7.231万円 年間配水量 1，505万9.師 201

収 2119，741万円 2惜ι3667J円 建股 工 事 32件 (2億6，270万円)

支水道事案
18億5，066万円 18憧4.132万円

改良 工 事 581-牛 (4.4，441万円)

18l1:9.16i万円 i8憧1，350万円
支 出

費
企費量名

(予算矧) (予算額) 産院事業のあら まし

本 (決算額) (決算額}

的 産院事業
332万円 1.428万円 入院患者数 6，488人 (延べ)

332万円 1，392万円
外来患者数 12，682人 (臣ぺ)

収 新生児数 523人
91車5，612万円 J.l1l1.911万円

l支 水道司区築
7憶8，676万円

ー
111車1，308万円

[5 J 広111ラ;iU!8.2. 1 
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平雄置の鬼女酎伐伝説と結び付き「維産塚」とも呼ばれる将軍塚。常ヨ長考参道入口にあり、境上には石造事圏構もある。

れ
か
・
・
れ

別
所
混
泉
駅
付
近
由
広
い
範
囲
が
分
去
で
、

世
帯
数
は
お
よ
そ
2
5
0、
別
所
で
い
ち
ば
ん

大
き
な
自
治
会
で
す
。

分
去
と
い
う
地
名
は
、
そ
こ
か
ら
道
が
左
右

に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て

お
り
、

「右

す

わ

大

や

左

上

国

道

」
と

自
然
石
に
犠
太
に
刻
ま
れ
た
古
い
道
し
る
べ
な

ど
が
且
ら
れ
ま
す
。

上
回
滋
品
軌
道
株
式
会
社

(現
上
国
交
通
)

目
別
所
駅
が
首
業
を
始
め
た
の
は
大
正
叩
年
で

し
た
が
、
当
時
の
別
所
線
は
別
所
l
上
回
原
聞

で
し
た
。
上
田
駅
ま
で
線
路
が
延
び
た
の
は
千

曲
川
の
怯
慌
が
完
成
し
た
大
正
日
年
目
こ
と
で

す
。別

所
温
泉
駅
で
旅
客
が
乗
降
し
、
時
に
は
退

る
人
、
迎
え
る
人
の
聾
が
見
え
る
の
も
分
去
と

い
う
地
に
ふ
さ
わ
し
い
情
封
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
駅
か
ら
し
ば
ら
く
行
く
と
将
軍
尿
が
あ

お

副

ゆ

t
t
a
u
t

り
ま
す
が
、
こ
の
付
近
で
八
万
去
は
大
湯
と
院
内

に
境
を
接
し
ま
す
。

将
軍
塚
は
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ま
る
い

墳
品
で
、
有
力
者
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
こ
の
尿
は

「朝
日
さ
し
、
夕
日
か
が
や

く
、
そ
の
も
と
に
、
黄
金
千
枚
、

二
千
枚
」
と

引

謂
わ
れ
、
捌
附
が
お
と
ろ
え
て
3
戸一
だ
け
に
な
勺
[

た
ら
村
を
救
う
た
め
に
昭
蔵
金
を
使
っ
て
も
よ

7

い
と
の
伝
最
が
あ
り
ま
す
。

-nEZ

?
 

ま
た
、
こ
の
塚
は
維
茂
塚
と
も
よ
ば
れ
、
平

」

P

こ
he--

一

，

‘

E
A

む

安
時
代
に
平
維
茂
が
戸
隠
に
住
む
鬼
女
紅
草
を

ヨ

温
治
し
た
伝
説
と
も
結
び
つ
い
て
お
り
ま
す
。

日日

北
原
白
秋
が
菊
子
夫
人
と
1
棋
の
長
男
を
と

う

も
な
っ
て
別
所
温
泉
を
肪
れ
た
の
は
大
正
ロ
年

海

4
月
の
こ
と
で
し
た
。

再
は
早
や
維
革
塚
の
草
塚
の

ふ
く
ら
に
あ
お
し
萌
え
そ
め
に
け
り

な
ど
書
く
の
短
歌
手
詠
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
塚
の
上
に
立
つ
石
造
事
庖
塔
は
鎌
倉
時

代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
事
庖
塔

は
基
礎
、
塔
身
、
相
輸
の
部
分
に
わ
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
白
相
輸
は
だ
い
ぶ
風
蝕
さ
れ
て

ま
る
い
障
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ι
t
t
L
 

将
軍
塚
か
ら
常
華
寺
の
方
へ
向
か
い
東
町
を

通
る
白
が
昔
申
本
通
り
で
、
温
品
街
へ
白
広
い

道
路
は
明
治
岨
年
ご
ろ
に
開
通
し
た
新
道
だ
そ

う
で
す
。

(平
野
勝
重
)
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官房

国
保
年
金
隈
{包
1
3
6
9〉

A
T
-
mょ
う
牢
と
き
陪
市
世
所
へ

転
出
す
る
と
き
は
、
受
給
者
証
を

国
保
年
金
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
入
し
て
い
る
他
雌
保
険
が

変
わ

っ
た
と
き
は
、
軒
し
い
保
険
証

と
印
鑑
を
持
勺
て
、
国
保
年
金
諜
で

変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

e上
手
な
お
匹
者
さ
ん
回
か
か
り
方

畠
曹
担
医
者
き
ん
巳
か
か
る
と
き

保
険
町
と
医
療
畳
給
者
鉦
を
鎚
示

し
て
く
だ
さ
い
。

eM時
樹
が
坤
見
守
り
れ
る
四
時
?

老
人
保
健
で
医
療
が
畳
け
ら
れ
る

白
は
、
上
田
市
に
住
所
が
あ
り
、
次

に
当
て
は
ま
る
人
で
す
ロ

①
加
歳
に
遣
し
た
月
白
翌
月
か
ら

4
hい
危

a'

(誕
生
日
が

一
日
の
場
合
は
そ
の
月

か
ら
)。

②
防
歳
以
上
初
由
民
未
瀦
で
、
一
定
即

時
害
が
あ
り
、
市
豊
の
認
定
を
置
け

た
人

(認
定
を
畳
け
た
月
の
翌
月
か

勺
ド

R
pb

ら
。
認
定
日
が

一
日
の
場
合
は
、
そ

の
月
か
ら
)。

e刊
揖
巳

Z
q
t-り
耐
け
曲
者

市
役
前
か
ら
通
知
が
朋
き
ま
し
た

ら

『老
人
惇
健
法
資
格
取
得
届
』
を

国
保
年
金
課
へ
傑
出
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
手
艇
と
医
療
受
給
者
証
が
韓
日

交
付
さ
れ
ま
す
。

圃
-
部
負
担
金
(
鞠
価
ス
ラ
イ
ド
制
)

-
外
来

1
か
月

1
0
1
0円

そ
の
月
の
最
初
白
器
療
日
に
支

払
う
。

-
入
院

1
日

7
0
0
円

た
だ
し
、
低
所
得
者
は
1
日
3

0
0
円

(2
か
月
聞
を
限
度
と

す
る
)

.
入
院
中
由
貴
事
代

1
日

6
0
0
円

た
だ
し
、
市
民
説
非
課
税
世
帯

は
叩
日
ま
で
白
人
院
4
5
0円、

叩
日
を
超
え
る
と
3
0
0
円
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
8
2
0
0

円
。
な
お
、
市
民
説
非
邸
税
世

帯
白
人
は
、
減
額
関
定
の
中
加

を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
保
険
証
、
医
療
畳
給
者
紅
、
健

雌
手
艇
を
必
ず
持
寄
し
ま
し
ょ
-
つ
。

マ
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
、
指

示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
む
や
み
に
車
を
欲
し
が
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
・っ
。

マ
同
じ
病
気
で
、

い
く
つ
も
の
病

院
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
っ
。

出
掛
世
時
行
曲
目
』
値
い
ま
し
ょ
う

.老人医療畳給対章者の状況.ー人当たりの~II費(草剤宮むI (円}

対人口比

9.5% 

総人口

111，鉛7

寝たきり 対象者

一十一一一一一
11.150 219 

70歳以上

10.931 

年度

元

.. 野県

428.6閃

年度 上回市

L一一一一一一一一
454，140 π 

9.8% 118.876 11，邸6244 438.669 464，田82 

171 10.2% 119，058 12.178 455，関2特9，2763 

2鈎 10帥6'19.142 12.748 479.493 519，3喝14 

11凹6

広帯うiU!8

11.5 

120.691 

121，401 

13.307 

13.982 

345 

袋路

関3，486

530.235 

7 2. 

566，499 

ω2，鈎1

5 

8 

(7 J 
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情報
第12国文化創造襲・生涯学習市民大学公開講座

映像文化講演会
2月11日(日)午後1時30分-3時30分
よ田市文化会館ホール(材木町)

ッセージ

~ことばとゆとり"'J

J
A
f
 

/¥・
h
H
'

占
さ
・
中
広

円
上
山

A
V占

片
』

血
wm

古
品

映

さ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

創
造
館
2
月
の
催
し

••• 
-
第
2
土
曜
日
珍
習
施
股
の

開
放

『血
溝
型
の
遺
伝
に
つ
い
て
』

マ
と
き

2
月
刊
日
出
午
前
叩
時

1
正
午

マ
宰
加
料

無
料

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

2
月
刊
日

ω午
前
9
時

初
分

1
午
佳
3
時
加
八
万

マ
内
容

カ
レ

ン
ダ

づ

く

り

マ
対

象

上

小
地
域
在
住
の
小
学
生
白
親
子
別
名

(先
着
順
)

マ
畳
講
料

ん主』子幸美賀

遁

寸

寸
」

旧

南

熊

ん

F
T
一

4

J

M
破

く

の

さ

ん

一訟
や
一

商

行

ロ

子

さ

一白
骨
一

市・

映

ド

で

キ

幸

見

孟

知
一

想
以グ棚田
一品
一

ラ

ル

ラ

一

一噌，，

一

5
0
0
 

円

マ
由
申
し
込
み

2
月

3
日
出
午

前
9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館

(阿
窃

1
1
1
1
)

へ

-
草
8
回

『写
友
ま
ゆ
』
年
度
貰

コ

ン
テ
ス
ト
写
真
展

(市
内
の
公
民
館
、

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
写
真
を
生

涯
学
習
と
し
て
い
る
か
た
白
写
真
展
)

マ
と
き

2
月
叩
目
白

l
同
沼
日

開
午
前

9
時

l
午
桂
4
時
加
分

(最

終
日
は
午
後
4
時
)

-
わ
ら
馬
町
展
示

マ
と
き

2
月
叩
自
由

i
m日
脚

.
熟
年
入
門
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

①

2
月
日
日

ω②
2
月

幻
日
制

(時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9

時

1
午
甚

4
時
)

マ

対
象

上
小

地
域
在
住
の
印
歳
以
上
の
か
た

マ

畳
稿
料

1
0
0
0
円

マ
申
し
込

み

①
は
2
月
6
日
仰
午
前

9
時
よ

り、

②
は
2
月
凶
日
刷
午
前

9
時
よ

り
電
話
で
創
造
館
へ

-
パ
ソ

コ
ン
教
室

(基
礎
編
)

マ
と
き

2
月
口
自
由
午
前
9
時 -加賀餐幸子さんプロフィール

NHK.I:グゼクティプ・アナウノサ
1963年NHKに入社、以来「夜7時のテレビニ 2 ースj

のニュ スヰド+スタ をはじめJ周曜襲術館Hテレ
ビフ ァソラ νドH<らしの 1分メモJほb¥r..の務
像』やドキュメンタ υ一番組めナレーター伝どさまざ

まな分野を個当
現在"、「小さな絡H古貧への招待Jなどを中心に

活躍

主催箪12回文化創造祭実行委員会
よ田市 ・上田市教育委員会

問い合わせ社会教育課 (匝⑨5102)
中央公民館 (国~0760)

ー
午
後
4
時

マ
対

車

上

小
地
域

に
在
住
・
勤
務
・
通
学
白
凶
歳
以
上

の
か
た
加
入

(先
着
順

〉

マ

畳
講

料

3
0
0
0円

マ
申
し
込
み

2
月
日
日
間
午
前
9
時
よ
り
電
話
で

創
造
館
へ

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(葺
肘
草
編
)

マ
と
き

2
月

M
日
出

・
お
日
冊

午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
対
象

上
小
地
域
に
在
住
・
勤
務

・
通
学
白

川
歳
以
上
の
か
た
別
人

(先
着
順
)

マ
畳
稿
料

6
0
0
0円

マ
申

し
込
み

2
月
ロ
日
開
午
前
9
時

i

m日
間
午
後
5
時
ま
で
電
話
で
創
造

館
へ
ど
う
ぞ
。

-
わ
ら
細
工
教
室

マ
と
き

2
月
お
日
制
午
前

9
時

叩八万

i
正
午

マ
持
ち
物

花
ば
さ

み

(
わ
ら
は
創
造
館
で
用
意
し
ま
す
)

マ
購
師

増
固
ま
治
さ
ん

(小

ue

※
パ
ソ

コ
ン
教
室
は
畳
鵬
希
望
者
が

書
い
た
め
、

一
度
畳
摘
し
た
教
室
の

再
畳
購
は
ご
遺
慮
く
だ
さ
い
。

一

ほ

一

一しい
も
の
が
あ
り
ま
し

t
b、
一

一
生
活
環
境
課
(
内
組

1
3
9
一

日0
)
へ
ご
連
絡
を
。
日

園圏
不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
創
刊
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
ゑ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

読
録
さ
れ
て
レ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

登
録
の
日
よ
り
6
か
月
間
は
そ
の
ま

ま
笠
録
し
ま
す
。

マ
ペ
ヒ
ヵ
l
y
l
ト

マ
歩
行

器

マ
電
気
ニ
た
つ

マ
郵
便
畳
け

マ
ス
キ
l
ウ
ェ
ア

(1
5
0
鋼、

女
子

m
)
マ
学
習
机

マ
洋
服
だ

ん
す

マ
食
卓
テ
ー
ブ
ル

{4
人
が

け
、
イ
ス
な
し
)

マ

ホ
イ
ー
ル
付

き
タ
イ
ヤ

〔タ
イ
ハ

y
-
ミ
ラ
周
)

マ
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器

マ
赤
ち
ゃ
ん
照
体
重
計

マ
ベ
ビ
ー

ベッ

ド

マ
ベ
ビ
:
フ
ェ
ン
ス

マ
C
D
ラ
シ
カ
セ

マ
オ

プ
ン

マ
も
ち
つ
き
慨

マ
ヒ
デ
オ
d
7
7

キ

マ
都
市
ガ
ス

m
Lmろ
マ
湯
沸
か

し
器
(
都
市
ガ
ヌ
周

プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
川
)

マ
F
F式
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

マ
茶
だ
ん
す

マ
剣
道
具
一

式

(大
人
周
)

マ
ス
キ
ー

一
式

{仮

1
6
0
畑

Il
舵
山

側、

領

1
2
0
佃

l

m
m
g

マ
ス
キ
l
板

(帥

m
か

1
0
0
伺)

マ
油
絵
の
道
具

マ

ス
タ
γ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

(1
7
5

河

口

、
1
5
5
l
叩
!
日
)

マ

火
ぱ
ち

マ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

マ
電

子
オ
ル
ガ
v
J
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1，E!18臼 約60人が怠加して毎年恒例の

カルタ大会が行われました。 いろはが

るた、百人一首、 トランプ な ど の グ ル

プに分かれなごやかな雰囲気でした。

養護老人ホーム

上田市報恩寮で
カルタ大会

(主催者の翻舎により変更する楊合があります}

上田市民会館 ••• 

P 

ま
ず
触
れ
て
体
験
を

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
へ

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
全

マ
と
幸

2
月
4
日
側
、
同
日
目

師
、
同
ロ
日
側
(
午
後
l
時
1
)

-
メ
イ
キ
ン
グ
オ
ブ
ホ
l
ム
ベ
l
ジ

(
国
土
庁
主
催
の
イ
ン
タ
!
ネ
ッ
ト

エ
キ
ス
ポ
に
害
加
中
の
上
田
市
白
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
教
え
ま
す
)

マ
と
き

2
月
臼
日
開
午
桂
2
時

.
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
患
者
修
行
コ

1

1
・
入
門
の
巷

(さ
わ
っ
て
み
よ
-
?

マ
y
キ
ン
ト

ァ
ン
ュ
)

マ
と
き

2
月
日
日
制
午
後
l
時

泊
分
(先
着
団
組
・害
加
針
5
0
0円
)

・
よ
固
ま
ん
怠
か
ネ
ッ
ト
・
オ
フ
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

.二の丸， -2 

よ図市民a開場2月例会

「時代屋の女房」

催し

m淘760.材木町1-2-3上田市文化会館

マ
と
き

2
月
日
日
間
午
甚
3
時

・
軍
5
回
パ

l
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

マ
と
き

2
月
白
自
由
午
後
1
時

O
T
 

3
う

.
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ト
ス
ク
ー

ル

(カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
)

マ
と
き

2
月
お
日
制
午
後
l
時

加
分
〔先
着
目
組
、
事
/
加
担
5
0
0
円
)

ま
ち
づ
く
り
講
習
会

ご
参
加
く
だ
さ
い
/

••• 
マ
と
き

2
月
四
日
開
午
桂
2
時

1

マ
と
こ
ろ

上
回
商
工
会
議
所

マ
構
溝

『地
方
都
市
存
立
白
条

件

1
ハ
レ
の
舞
台
を
街
に
作
る
た
め

に
』
(講
師
井
尻
千
男
さ
ん

・
日

本
経
演
新
聞
社
編
鵠
蚕
貝
・
評
論
家
)

v
a申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
上

回
商
工
会
議
所
(
胴
窃
4
5
0
0
)

女
性
の
た
め
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
入
門
講
座
へ

••• 
「バ

ソ
コ
ン
な
ん
て
私
に
は
で
き

な
い
わ

」
と
阻
む
っ
て
い
る
女
性
の

皆
さ
ん
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
楽
し

く
体
験
し
な
が
ら
使
い
方
を
覚
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
こ
ろ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U

E
D
A
(上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
、
下
之
郷
・
上
回
リ

サ
ー
チ
パ

i
ク
内
)

マ
畳
鴎
料

1
0
0
0
円

マ

定
員
初
心
者
初

名
(
先
着
順
)

マ

申
し
込
み

-上図原1640上回創造館

Cr!I)@制01-上丸子1488

週付申告司匹前民明会

丸子町文化会館

講 量出

VIl 映憧文化圏，賀会
文化創造損

咽 } (晴師・・加賀費幸子さん}
13:30 無料 実@行0憂7員会

60 

日
民田のっとい 13:30 

無制 " 組船 予定

日
時...時舞需裏金

13:30 
無料 M w 予定

‘m 母と子のリトミ・J ク
9:30 

無鴻ヰ " 1劃 予定

m ストーリーーシアター ¥1:30 
無料 " 明 遭"師パックマンショー 予定

市 よ田市吹奏業団 14:30 
無料 " .1日l プラスパンドi寅要 予定

11 
車 Z固民階芸能需り

13:30 
無料 " 出 予定

• 散掘発表会
9:00 

無料
刷 予定 " 

(lID@3436 -生国2937

の修・演奏会のはじまり

〈寧芥原測子さん)

信州国際音楽村

月
8
日
側
、

9
日
也
、
日
日
仰
に
電

話
で
企
画
課
〔
困
1
2
2
4
〉
へ
。

. '女性のためのマルチメディア入門m座」日程と内容

月日 時間 内容

1固 2/191.月l10∞-15叩 パソコンにさわってみよう

2回 2/27'吠l13:30~16:00 
インタ一本 vトでショ yピンゲ

~今夜のおかずを決めましょう~

自ごろ、ご無;世汰している人に

3困 3/'明J 13:3日~16:00 手づくりのl立がきを送ろう

~あなたの笑顔をそえて~

4困 3/12山崎 13:3日-16伺 パソコン遍帽で、なかまをつくろう

2 

パ
ソ
コ
ン
で
挑
戦
!

自
作
の
カ
レ
ン
ダ
ー

••• 
デ
ゾ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
掲
影
し
た
写

真
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

マ
対
車

小
学
4
年
1
6年
生
白

子
と
親

(2
名
1
組

・
各
回
先
活
同

組
)

マ
と
こ
ろ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン

ド
U
E
D
A

マ
と
き

3
月
日
日

側
、
間
口
日
側
、
同
羽
田
町

(
そ
れ

ぞ
れ
午
前
9
時
1
正
午
と
午
珪

1
時

1
4
時

)

マ

事
加
料

無

料

マ

申
し
込
み

3
月
7
日
間
ま
で
に
電

話
で
上
田
地
域
新
映
融
産
業
推
進
協

議
会
事
務
局
倫
窃
2
1
3
0
・上

回
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
内
)
へ
。
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(~~I亘亘璽〉
紹介します 一一一・

選挙管理委員
・補充員

今年は、 10月25日任期満了によ

るI野県知事選本が行われますロ

還に管理委員などの皆さんには、

ご苦労いただくことが多くなりま

す。

昨年の 9月定例市議会で、新し

い選単管理委只および補充nに次

の特さんが就任しています。任期

は4年です。

.直撃菅理委員長

マ鴇i事守さん(65故・下川原柳町)

.遺書院菅理垂員長職務代理者

マIh!敦胤さん (61歳 'I1刀)

・週掌管理垂員

マ竹内買さん (63歳 ・仁:占田)

マ三石千代下 さん (69放 ・下紺呂

田f)

.補充員

マ若林洋子さん(院内 ・39歳)

マ回王唯雄さん(三好町 ・67歳〉

マ菊地譲さん〔海野町 ・64歳)

マ山本勝人さん(長島 ・67成)

今回、河川の汚れの書くの原因は、生活緋水にありま

す. r氷」は私たちの命の源泉であり日常生活に欠くこ

とのできないものです。私たち一人ひとりが、ちょっと

したむがけをすることで、かけがえのない「水」を守る

ことにつながります。

.家庭でできる浄化対策

事簡島浄化槽を定期的(年4回以上〉に清帰しましょう。

事聞理〈ずや食べ瞳しは流さないようにしましょう。

$台所の斑しゃ洗酒蝿にはゴミ叡りをつけましょう。

章食用廃，自は斑さないようにしましょう。

マ問い合わぜ生活環甥聾咽1387)

私
た
ち
が
で
き
る
ニ
と

水
を
汚
さ
な
い
た
め
じ

『中
小
企
業
者
研
修
」

を
受
講
し
ま
し
ょ
う

••• 
マ
研
修
コ

l
ス

①
建
設
藁
由
経

常
戦
略

U
2月
引
日
剛

s
m日
幽
、

②
今
す
ぐ
で
き
る
生
産
現
場
の
改
普
H

3
月
4
日
開

5
8
日
働

マ
畳
情
料

①

2
万
5
千
円
、

②

4
万
5
千
円

マ
補
助
金

市
で
は
畳
講
料
と
市

泊
料
(
大
学
寮
)
の

1
/
2
を
補
助

し
ま
す
。
マ
市
申
し
込
み
一
T
9
5
5

新
潟
県
三
条
市
上
野
原
5
7
0中
小

企
業
大
学
校
三
長
校
研
憧
課

(四
日

2
5
6
⑮
0
7
7
0
)

マ
問
い
合

わ
せ

商
工
媒
(
困
1
4
0
6
)

明
る
い
職
場
づ
く
り
に

勤
労
者
互
助
会
へ
/

••• 
上
田
市
勤
労
者

E
助
金
で
は
、
労

働
組
合
由
な
い
事
業
所
の
従
業
只
と

そ
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
由
福
利
明
進

を
図
り
、
健
全
な
生
活
と
明
る
い
職

場
づ
く
り
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

稲
利
厚
生
事
業
を
市
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
の
進
展
と
従
業
貝
の
定

着
に
も
役
立
ち
、
従
業
貝
相
互
の
親

雌
と
辿
携
も
深
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
あ
な
た
申
事
業
所
も
入
金
し
、

よ
り
い
っ
そ
う
白
福
祉
の
向
上
を
l

マ
入
金
量
幡

市
内
の
労
働
組
合

白
な
い
事
業
所
由
従
業
員
と
そ
白
事

2月7日は

北方領土の日

平成 7年度標語

『たゆみなき

決意の世論で

田島返還J

ソフトポール大会開会式

車
主
。
た
だ
し
、
臨
時
や
パ

1
ト
の

か
た
、
満
叩
歳
以
上
の
か
た
は
入
金

で
き
ま
せ
ん
。

マ
聾
月
白
掛
金

l
人
3
0
0
円

マ
入
舎
の
方
法

入
金
申
込
書
に
入
金
金
l
人
1
0
0

円
と
全
曲
目
l
人
3
0
0円
を
添
え
て
、

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
事
車
内
容

①
共
済
一
命
給
付
耶
事

会
見
田
結
婚

・
結
婚
お
周
年
や
子
ど

も
の
出
生

・
就
学
な
ど
の
と
き
に
お

祝
い
金
、
会
員
や
配
偶
者
、
親
な
ど

白
死
亡
時
に
弔
慰
金
、
そ
の
他
体
業

時
や
退
職
時
に
給
付
②
以
生
事
輩

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
ま
す
釣
り
大
会
な
ど
各
種
レ

ク
リ
エ
!
ン
ョ
ン
耶
車
や
保
盤
施
設
、

体
育
施
設
由
利
用
補
助
静
の
配
布

③
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業

(事
謹
主
を

除
く
)

生
活
資
金

(子
弟
の
教
育

費
や
冠
婚
葬
祭
費
な
ど
生
活
上
必
要

と
認
め
ら
れ
る
も
の
)
と
、
住
宅
質

金

(住
宅
白
新
華

・
増
改
築

・
住
宅

購
入
資
金
な
ど
)

マ

問
い
合
わ
せ

上
聞
市
勤
労
者
互
助
金
事
務
局

(商
工
課
内

・
8
1
4
0
6
)
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廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
お
早
め
に

••• 
軽
自
動
車
等

(原
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
お
よ
び
二
輪
、
四
輪
白
軽
自

動
車
)
を
廃
棄
ま
た
は
趨
渡
し
た
と

き
は
、

4
月
1
日
開
ま
で
に
放
の
揖

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
原
付
自
転
車
・

小
型
特
殊

硯
萌

謀
、
塩
田

・
川
凶
岡
支
所
へ
。
廃
車

田
場
合
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

鑑
を
、
名
義
変
更
の
場
合
は
議
誼
証

明
書
と
印
鑑
を
持
書
し
て
く
だ
さ
い
ロ

・
ニ
輪

・
四
輸
の
軽
自
動
車

(車
検

が
必
要
な
も
の
}

・
県
自
家
用
自
動

車
協
会
上
小
支
部
倫
窃
1
8
7
5}

へ
。

山間
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
で

軽
自
動
車
等

(原
付
自
転
車
、
小
型

特
需
お
よ
び
ニ
輪
、
固
輸
の
軽
自
動

車
)
を
所
有
し
て
い
る
か
た
に
対
し

て
、
ー
年
分
が
腺
税
に
怠
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

税
務
際
(
困
1
2

8
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市長の資産等報告書
の閲覧ができます

子
ど
も
の
人
権
専
門
委

員
制
度
が
で
き
ま
し
た

「政，台倫理の確立のための上国市星

の貰産等の公開に関する条例」に基づ

き、 2月88闘から市長町宮産等報告書

の閲覧ができます。閲覧希望のかたは

泌・際(困1111)へどうぞ。••• 
法
務
省
で
は
、
近
年
、

「
い
じ
め
」

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
自
殺
事
件
が

多
発
す
る
帯
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
人
桶
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
委
員
の
中
か
ら

「
子
ど
も
白
人

権
問
題
」
を
盟
点
的
に
取
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扱
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
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人
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。
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〈
長
野
地
方
法
務
局
内
)

米
殺
小
売
業
者
登
録

事
務
説
明
会
を
開
催

••• 
平

成

7
年

U
月
か
ら

「
主
要
企
惜

の
需
要
及
び
恒
格
の
安
定
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
米
穀
小
売
革

者
白
書
入
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
ロ

こ
れ
に
よ
り
今
年

6
月

1

日
に
は
、
米
般
販
売
章
者
の

一
斉

畳

録
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
畳
録
申
時
事
務
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月

5
日

ω午
前
叩
時

か
ら

マ
と
こ
ろ

上
回
合
同
庁
舎

6
階
講
堂

V
問

い

合

わ

せ

地

方

事
務
所
農
政
課
(
困
@
7
1
2
5
)

、
J.

翻
め
て
人
間
ド
ッ
ク
に
行
っ

て
き

払

記
一
た
・
持
組
を
過
ぎ
伺
い
信
号
の
注
入

副
揖

」
た
ち
が
人
間
ド
ヲ
ク
に
行
令
て
き
た

p
f
¥

と
い
う
医
を
聞
き
.
そ
ろ
そ
ろ
自
分

も
健
康
を
舞
え
怠
〈
て
隠
と
1
泊
2
自
の
コ

ス
に
噂
し
込
ん
だ
も
の
で
肉
料
外
科
給
療

や
超
音
議
織
董
‘-聞
や
胸
悔
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
後

査
な
ど
さ
ま
ざ
ま
怠
綾
査
を
し
て
も
ち
ヲ
た
.

日
本
人
の
3
人
に
2
人
が
成
人
衝
で
亡
〈
紅
白ヨ

て
い
る
そ
う
だ
.
成
人
病
予
防
は
定
期
検
惨
で

早
期
発
見
が
大
切
@
上
富
市
で
も
J

が
ん
検

F

や

『革
本
健
康
鈴
蓋
』
を
行
っ
て
お
り
、
人
間

ド
ヲ
ク
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
.
ぜ
ひ
受
惨

を
1
・
先
に
配
布
し
た

『広
報
1
R
w
a号
』

保
健
ガ
イ
ド
も
ご
覧
く
だ
さ
い
.《
た
な
か
)

平

〈
上
図
書
裏
書
に
よ
る
復
披
V

-
先
日

司藷
れ
星
を
見
た
』
と
い
う
竃
騒
が
あ
ヲ

た
.
広
縄
担
当
に
と
い
う
こ
と
で
、
受
凶
リ
た
.

員
か
ら
聞
い
た
.
電
信
を
い
た
だ
い
た
の
他
市

外
の
か
た
怠
の
だ
が
、
上
回
の
よ
重
で
見
た
の

で
市
役
所
に
電
略
し
た
の
だ
そ
う
だ
.
盤
の
轟

偽
ほ
と
も
か
〈
と
し
て
、
層
調
れ
星
に
隈
ら
ず
.

U
F
O
や
隣
石
に
至
る
ま
で

『そ
の
よ
う一
容
も

の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
』
と
い
う
か
た
陪
多
い

の
で
怯
怠
い
だ
ろ
う
か
a

テ
レ
ビ
で
ス
ベ

ス

シ
-v

ト
ル
の
箱
遭
を
見
忽
が
ら
人
類
も
宇
宙

に
飛
び
立
つ
院
時
代
だ
し
、
広
い
@
宇
宙
の
ニ
と
ど

か
ら
何
が
各
ヲ
て
も
不
思
憾
で
俗
忽
い
よ
う
怠

気
が
す
る
A

奮
が
&
っ
て
隠
い
け
怠
い
が

v.

そ
ん
紅
白
分
も
宇
宙
や
皇
の
よ
う
信
.
，
の

あ
る
毎
が
好
き
な
-
人
だ

.
Aに
し
ざ
わ
V
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場合には、主治医に前も勺て相談し器断書または意見

告をもらってください (当日接種医が書考にして接種

の可否を決める白で接植できない場合もあります〉。

・予防接種Q&A

Q 三種;~告の副毘応 I~ 1 

A 接種部位の量罪、腫服、 しこりなど。普通 2- 3

目で特別な処置をしなくても良いですが、腫れが瞳〈、

熱をもっているときは冷湿布をするか医師に相践しま

しょう。

会場 二回目 =固E 対象地区

繭侮

{黒檀センター 2/15 3/21 中失
。" 。" 北部(新田・山口・上紺園町・上房山・下

房山."宕町}

塩白母子信..ン，-2/15 3/21 
温図

出
句"

川辺町会館 2/16 3/19 川辺(量地・東語地を偉く川辺地区)
ω り他 皐回{半過)

神科(伊曽山，富士見台'畑山ー佳吉が

上野が丘公民館 2/16，3/19 丘・野竹・神科斬白西野竹・笹井ー川'"
幽出 量融(轟・大自蜘・直入・小井田・宮之上ー

中富田・町吉国・下吉田・桜台・ひかり)

神科(岩門・蛇沢・金井・星島・大久保・
2/却 3/26金剛寺..._. -__ I 

上野市丘公民館 ω 此l 量髄〈林之揮ー下揖・岩清水・長沢・揖据・
調書戸}

111西祉会嗣t:;'9-2/潤 3/26 
川酉

t加 J匂
県田(吉田ー福田)
川辺(露地ー東軍坦}

束郡
上田市文化セン，- 2/21 3/27 神科(染畠〉
3階大会障室 制 蜘 北部(上川原町町・下川原柳町・甑;胡7・

よ踊;古町)

埠南公民館 2/22 3/28 緩下。伺 蜘

酉部公民館 2/23 3/29 西郡
樋凶 • 塩尻(敬和ー上塩尻ー下塩民)

神川地区公民卑 2/23 3/29 神川
岨目 岨目

.三種;l!合予防接種目程裏

ザ
は

立叩
11

、

畑一一
M
y
i

.弁上ナオちゃん

0・8禽月個 所〉

「心の直ぐな人になっ
てほしい」と、母の家
屋子さん。

保健 診tt
健康推進謀

.三種混合予防接種集団接種 (内陣1626)

2回目以降を別査のとおり行います。 l期初回白 l

回目を受けていないお子さんも 3-8週間白間闘で畳

けましょう。 l回目と 2回目が製定どおりに接捕でき

ていれば、 3回目は 2周囲の後6か月以内なら接閣が

可能ですので、平成8均の 8月-11月に実施予定の聾

閉傍種でも畳けられます。

1>畳付時間午桂 l時30分から 2時20分まで

1>持ち物 母子健康手帳

b連軍司匹項 会場で体温の測定と予話票の記入をして

くださも、。治療中の病気や経過をみていることがある

ノはお早めに
.お願い

保行園へ提出する証明を希望されるかたは、必

ず申告相談時に担当占へ申し出てください。

.問い合わせ

2月15[1同までは税

務課(困1281-1284・
打線②0611)

2Jl16日幽-3月15日

幽までは上田市民会館

申告会場(匝ゆ4100)

市県民税 ・所得税

-_.孟4 且P・E ・1且圃圃圃圃 .... ・・・・・
L E L ==・・E・±ヨ・・・・圃 .. 圃圃圃司画
E・・ーー...ム司・・・ .... ・-...._--

2 月 16 日(剣~3 月 15 日幽
今年も市県民税・所得税碗定の申告を していた

だく時期にな りました。

蹄l問は 2月16日幽から 3J J 15日幽までです。 l制
限間近になりますと、出雑Lてお待ちいただ<1時

1:11が長くなり、F品ち:('fいて相談ができないことも

ありますので、 早めに申告をしてください。

なお申告の詳制については臼治会を通じてお配

りLた 「市県民税巾告の手引き」をご買ください。
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